
組み立てる前に必ず梱包内容をご確認ください。梱包内容完成図

㈫前輪

㈮フォーク
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フェンダー

フォーク

保護キャップ

組み立てる際は㈮フォーク
スペーサーの凹みの位置に
ご注意ください。
凹みの幅が広い部分がフェ
ンダーに狭い方がフォーク
に接するようにセットして
ください。

凹み（幅が広い）

凹み（幅が狭い）
㈪ハンドルの保護キャップを外してください。
㈫前輪に取付いている㉀バンド・㈷ボルト・㉂ワッシャー・㉃ナットを
取外しフォークに㈮フォークスペーサーを取付けてください。
取付ける際は図のように㈮フォークスペーサーの凹みの位置にご注意ください。

㈫前輪を㈰車体のヘッドに差し込んでください。その際に前輪の前後の向きとフォークの
溝とヘッドの凸部が合うように組立ててください。
次にヘッドから突出したフォークに㉀バンドを、㈪ハンドルのハンドルパイプに㈯バンド
キャップを取付けてハンドルパイプをフォークに差込んでください。
差込む際はボルトを通す穴の位置が合うように組立ててください。
前方の穴から㈷ボルトを差込み㉂ワッシャーと㉃ナットを取付けて㈹付属工具で十分締付
けてください。

㈷ボルト

㉀バンド

㉂ワッシャー
㉃ナット

㈯バンド
　キャップ

㈹付属工具

（㉃ナットはゆるみ止めナットの為、途中で少し固くなります。㈷ボルトの先端が㉃ナット
　から突出る手前まで締付けてください。）
　

保護キャップ

㈬押棒（下部）の保護キャップを取外してください。
㈭押棒（上部）の溝に㈬押棒（下部）の円凸ボタンを合わせて
差込み、つなげた押棒を同様に押棒リアパイプに差込んでください。
押棒に荷物などを乗せたり下げたりしないでください。
転倒の恐れがあり危険です。

押棒の円凸ボタンを押し、好みの高さの穴に
ボタンがくるように押棒上部を調整します。
押棒の高さは3段階に調整できます。

ハンドル・前輪の取付け方

ステッププレートをひろげてください。
次にロックノブを矢印方向に引いたままステップを
止まるまで確実にひろげてください。ロックノブを
はなせば自動的にロックされます。

押棒の取付け方

ステップのひろげ方 ハンドルのロック・解除

㈯バンドキャップをおろしてください。

円凸ボタン溝
押棒リアパイプ

キャップ

円凸ボタン


